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総務企画常任委員会 活動状況 

〔報告期間〕令和３年９月３日～令和３年12月２日 

日時 活動区分 内   容 頁 

９.３(金) 

16:30～17:20 

所管事務調査① 

《総務部》 

■本市職員の初任給決定に誤りがあったことについ 

て 

〔出席者〕須藤委員長ほか委員６名 

総務部 丸山部長ほか２名 

－ 

協  議 

《委員のみ》 

■９月定期議会中における調査事項について 

■決算審査特別委員会における委員長の選任につい

て 

■９月定期議会に係る委員会調査報告書について 

〔出席者〕須藤委員長ほか委員６名 

－ 

９.８(水) 

10:00～14:55 

所管事務調査② 

（議案調査） 

《総務部・上下水道部》 

■継続費精算報告について 

■令和２年度登米市健全化判断比率の報告について 

■令和２年度登米市資金不足比率の報告について 

■登米市個人情報保護条例の一部を改正する条例に

係る専決処分の報告について 

■放棄した債権の報告について 

■登米市過疎地域の持続的発展の支援に関する特別

措置法に伴う固定資産税の課税免除に関する条例

の制定について 

■令和３年度登米市一般会計補正予算（第６号） 

《まちづくり推進部》 

■公益財団法人登米文化振興財団の経営状況につい 

て 

■株式会社いしこしの経営状況について 

■登米市過疎地域持続的発展計画の策定について 

■令和３年度登米市一般会計補正予算（第６号） 

《会計課・契約検査室》 

■令和３年度登米市一般会計補正予算（第６号） 

■令和２年度登米市一般会計歳入歳出決算認定につ

いて 

－ 
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日時 活動区分 内   容 頁 

  

〔出席者〕須藤委員長ほか委員７名 

総 務 部 丸山部長ほか 15名 

上下水道部 佐藤部長ほか２名 

まちづくり推進部 佐藤部長ほか５名 

会計課・契約検査室 佐藤会計管理者ほか５名 

 

９.10(金) 

10:00～14:00 

所管事務調査③ 

(議案調査） 

《上下水道部》 

■令和２年度登米市水道事業会計決算認定について 

■令和２年度登米市下水道事業会計決算認定につい

て 

《消防本部》 

■令和３年度登米市一般会計補正予算（第６号） 

■令和２年度登米市一般会計歳入歳出決算認定につ

いて 

〔出席者〕須藤委員長ほか委員７名 

     上下水道部 佐藤部長ほか７名 

     消 防 本 部 大森消防長ほか５名 

－ 

９.15(水) 

10:00～15:20 

所管事務調査④ 

(議案調査） 

《まちづくり推進部》 

■令和２年度登米市一般会計歳入歳出決算認定につ

いて 

《総務部》 

■令和２年度登米市一般会計歳入歳出決算認定につ

いて 

■令和２年度登米市土地取得特別会計歳入歳出決算

認定について 

〔出席者〕須藤委員長ほか委員７名 

     まちづくり推進部 佐藤部長ほか５名 

総 務 部 丸山部長ほか11名 

－ 

協  議 

《委員のみ》 

■委員会報告書について 

〔出席者〕須藤委員長ほか委員７名 

－ 

10.11(月) 

10:00～11:25 
協  議 

《委員のみ》 

■意見募集のテーマについて 

■今後の委員会調査について 

■その他 

〔出席者〕須藤委員長ほか委員７名 

－ 
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日時 活動区分 内   容 頁 

11.18(木) 

10:00～13:50 

所管事務調査⑤ 

(議案調査等） 

《総務部・津山総合支所》 

■新型コロナウイルス感染症対応事業等について 

■その他 

《上下水道部》 

■水道施設統廃合計画（素案）について 

〔出席者〕須藤委員長ほか委員５名 

     総 務 部 丸山部長ほか 10名 

     津山総合支所 佐々木支所長 

     上下水道部 佐藤部長ほか６名 

５ 
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総務企画常任委員会 活動概要 

【所管事務調査⑤】 

１．日  時：令和３年 11月 18日(木) 午後１時～午後１時 50分 

 

２．場  所：迫庁舎３階第１委員会室 

 

３．事  件： 

＜上下水道部＞ 

水道施設統廃合計画（素案）について 

 

４．出 席 者：委員長 須藤 幸喜、副委員長 八木 しみ子 

       委 員 熊谷 康信、鈴木 実、首藤 忠則、伊藤 栄 

 

(上下水道部) 部長 佐藤 嘉浩、次長 千葉 智浩、 

       参事兼経営総務課長 細川 宏伸、課長補佐 佐々木 隆、 

       水道施設課長 鈴木 安宏、課長補佐 高橋 広人、 

       水道整備係長 落合 敏之、 

 

(議会事務局) 主査 大久保 潤一 

 

５．概  要：（別紙のとおり） 

 

６．所  見：（別紙のとおり） 
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■水道施設統廃合計画（素案）について 

（概 要） 

現在、策定に向け検討が進められている統廃合計画について調査したもの。 

１．計画の目的 

 本計画は、登米市水道事業施設更新計画に基づき、将来の水需要を踏まえた施

設の再構築（ダウンサイジング）により、持続可能な経営基盤の構築を図るもの。 

 本市では、地勢的要因により小規模な浄水場・配水池が分散した配置になって

いるため、施設の統廃合により経営の効率化を推進する。 

２．計画目標年次 

 ○水道施設の統廃合は令和 16年度までの実施を目標とする。 

➣現在、保呂羽浄水場再構築事業に取り組んでおり、令和 11年度中の新浄

水場供用開始を目指し準備を進めている。水道施設の統廃合は、保呂羽浄

水場の再構築事業終了後に実施することを基本とするが、事前に廃止可

能な施設については前倒しで実施する。 

３．水需要予測 

 ①人口推計 

   令和３年３月策定の「第二次登米市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の

推計値（パターン５高位推計）と、現在公表されている国勢調査結果（H27）

を基準人口とした国立社会保障人口問題研究所の推計（低位推計）の２ケー

スの比較を行い、低位推計を採用した。 

 ②水需要予測 

   新しい保呂羽浄水場が供用開始する予定の令和 11年度の水需要予測を基

本として計画の策定を行った。また、長期にわたる将来展望を持つ必要があ

ることから、登米市人口ビジョンと同様に令和 42年度まで推計を実施した。 
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４．浄水施設の統廃合計画 

（１）浄水施設の現状 

   ○本市水道事業は、平成 17年の合併により創設した経緯から、大小９箇

所の浄水場を有している。市の中心部は平野で高低差が少ないが、西部

は丘陵地帯、東部は山間地帯となっており、高低差が大きい地域もあり、

送配水施設数が多いことが特徴。 

   ○市内の浄水供給の約 85％を占める保呂羽浄水場からは、緊急時用連絡

管が整備されており、５箇所の浄水場をバックアップできる。 

 

（２）統廃合計画の方針 

   ○大規模災害時のリスク分散を図るため、北上川、迫川や夏川で区切られ

たエリアごとに浄水施設を維持する。 

   ○施設の耐震性・老朽度・稼働率・浄水（運転）コスト・原水水質等の整

理分析を行い、その評価により統廃合を行う。 

   ○水理的な条件（高低差）及び緊急時用連絡管の能力を検証した上で、必

要となる設備事業費を検討し、その評価により統廃合を行う。 

 

（３）浄水施設統廃合検討の結果 ≪概要版≫ 

№ 浄水場 水 源 水利権 
浄水能力 

(㎥/日) 

検討 

結果 
摘      要 

1 保呂羽 表流水 北上川 30,700 存続 ・市の基幹浄水場で更新予定。（Ｒ５～Ｒ11） 

2 石越 表流水 迫川 2,100 存続 
・稼働率が高い。 

・河川などの立地を勘案すると存続が望ましい。 

3 大萱沢 表流水 (県許可) 760 存続 
・コストは非常に良い。 

・他系統からのバックアップや新規水源の検討が必要。 

4 米川 地下水 ― 1,420 存続 ・稼働率は悪いが、水質、コストに優れている。 

5 錦織 伏流水 大関川 850 存続 

・コストは保呂羽と同等である。 

・水利権を有す。 

・北上川左岸の需給状況に応じて、廃止の検討が必要。 

6 米谷 地下水 ― 1,200 廃止 

・稼働率が低く、原水水質異常が増えている。 

・用地は借地である。 

・廃止可能 

7 楼台 地下水 ― 110 廃止 
・稼働率が低く、浄水コストが高い。 

・廃止可能 

8 台ノ木 表流水 (県許可) 8 
運搬 

給水 ・適切な時期に廃止し、運搬給水へ移行することを基本と 

する。 
9 大綱木 表流水 (県許可) 10 

運搬 

給水 
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５．配水施設の統廃合計画 

（１）配水施設の現状 

   ○本市の配水池は 21箇所、増圧ポンプ場は 41箇所有している。また、北

上川の東部については、山あいの地形で沢に沿った形で集落があり、配

水のため多くの配水池と増圧ポンプ場が作られており、これらの施設

は老朽化が進んでいる。 
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（２）統廃合計画の方針 

   ○浄水場と同様にリスク分散を図り、北上川、迫川や夏川で区切られたエ

リアごとに配水池を確保する。 

   ○施設の耐震性・老朽度・配置状況・維持管理性等整理分析を行い、その

評価により統廃合を行う。 

 

（３）配水施設統廃合検討の結果 ≪概要版≫ 

名称 
容量 

(㎥) 
名称 

容量 

（㎥） 
名称 

容量 

（㎥） 

残容量 

（㎥） 
コメント 

保呂羽 

14,700     14,700 登米市の拠点配水池 

 本宮 200    廃止 

 保手 700   700 中央帯南部の拠点配水池（耐震診断必要） 

 相の山 500    廃止 

 浅部 10   10 存続（耐震診断必要） 

迫 川 

 大岳 200    廃止 

 北方 4,000   4,000 迫川西部地区の拠点配水池 

 新田 4,000   4,000 迫川西部地区の拠点配水池 

夏 川 

石越  石越 
550   550 

拠点配水池（耐震診断必要） 
700   700 

保呂羽 

北 上 川 

 日根牛 700   700 拠点配水池 

北 上 川 

米川 

 米川 459   459 拠点配水池（耐震診断必要） 

   嵯峨立 150  廃止（錦織からの加圧系に変更） 

   東上沢 62 62 位置、高さ的に統合できない（耐震診断必要） 

米谷  米谷第１ 200    廃止（保呂羽減圧系に変更） 

錦織  錦織 200   320 更新（設置場所は要検討）容量増 

米谷 
 米谷第２ 300    廃止（保呂羽減圧系に変更） 

   平倉 120 120 保呂羽減圧系からの加圧ポンプ場更新 

楼台  楼台 122    廃止（保呂羽減圧系に変更） 

大萱沢 

前田沢 
490     490 位置、高さ的に統合できない（耐震診断必要） 

  石貝 110   110 現状廃止困難 

  桑の沢 130   130 現状廃止困難 

合ノ木 15     15 運搬給水の拠点配水池に 

大綱木 15     15 運搬給水の拠点配水池に 

合計 28,633 27,081 約 1,600㎥の配水池容量を削減 
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（仮）登米市水道施設再編推進事業 

事業期間：令和５年度～令和 16 年度 

施設の 

整理・撤去 

（５年程度） 

施設 

統廃合計画 

事業者選定 

薬注棟 

施設建設 

管理棟施設建設 

膜ろ過施設建設 

詳細 

設計 

保呂羽浄水場 

維持管理 

事

業

契

約 

共

用

開

始 

アセットマネジメントによるリスク管理 
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（所 見） 

本計画は、本市の水道事業施設更新計画に基づき、将来の水需要を踏まえた施

設の再構築（ダウンサイジング）により、持続可能な経営基盤の構築を図るもの

である。また、地勢的要因による小規模な浄水場・配水池が分散した配置になっ

ているため、施設の統廃合を進め、経営の効率化を推進するとのことであった。 

 水道施設の統廃合は、令和 16年度までの実施としているが、現在、保呂羽浄

水場再構築事業に取り組んでおり、令和 11年度中の新浄水場供用開始を目指し、

準備を進めているものの、事前に廃止可能な施設については前倒しで実施する

との方針を出している。 

 現在の浄水施設の検討状況は、浄水場４箇所において、稼働率の低迷、浄水コ

ストの問題、降雨による原水濁度上昇に起因する取水停止等による廃止、あるい

は老朽化による運搬給水が検討されている。 

 また、配水施設の検討状況は、配水池８施設、送水ポンプ場１施設において、

施設の耐震性、配置状況、維持管理や非常時対応への問題を理由として、一部更

新を含む廃止が検討されている。 

 計画の実施にあたっては、地域住民への丁寧な説明が必要であり、対象住民に

納得していただけることが重要ではないか。 

 


